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結論 未来へむけた歴史実践のために結論 未来へむけた歴史実践のために
西表島をほり・おこしつづけた、石垣金星西表島をほり・おこしつづけた、石垣金星
さん（西表をほりおこす会）に学ぶこと
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「おこす」「おこす」のバランス１．地域を１．地域を「ほる」「ほる」「ほる」 「おこす」「おこす」「おこす」のバランスのバランス

２．住民と地域研究者が手を結ぶ可能性２．住民と地域研究者が手を結ぶ可能性

３．伝統に学んで芸能と祭りを再創造
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伊谷純一郎先生（人と自然の関係研究）

1926-2001



サバニ金星号を駆る金星人。サバニ金星号を駆る金星人。19741974年



フィールドは廃村鹿川（かのかわ）



やぶの中はダニとツツガムシの巣窟



最寄りの船浮村までは道なき道を最寄りの船浮村までは道なき道を8最寄りの船浮村までは道なき道を8時間



下手でいいからやってみる（参与観察）



干立のガジャン荘 山野我山 と号す





ガジャン荘の家主 19881988年年年8年8月



0 中学校で島を出る

1 教員から島おこし運動家へ

2 大企業と役所に噛みつく日々

3 竹富乙女を迎える

4 西表をほり・おこす

5 円熟の晩年へ

金星人の歩み（１９４６−２０２２）



０．山川海を駆け回る０．山川海を駆け回るヤマガッコウ → 身体能力





人は話せばわかる
鉄棒は放せばわかる



順天堂大学順天堂大学
卒業卒業卒業

恩師澤口進恩師澤口進恩師澤口進
先生の口癖先生の口癖先生の口癖
「本を読め」



1 西表中学校の体育教員



１．島おこしの時代１．島おこしの時代
琉球新報・沖縄の顔
１．島おこしの時代１．島おこしの時代
琉球新報・沖縄の顔1978
１．島おこしの時代１．島おこしの時代

1978年年年年5年5月月月262626日琉球新報・沖縄の顔琉球新報・沖縄の顔琉球新報・沖縄の顔琉球新報・沖縄の顔197819781978年年年年年年年5月月月月262626日日
復帰とともに西表島に帰った私が復帰とともに西表島に帰った私が復帰とともに西表島に帰った私が復帰とともに西表島に帰った私が復帰とともに西表島に帰った私が復帰とともに西表島に帰った私が復帰とともに西表島に帰った私が復帰とともに西表島に帰った私が復帰とともに西表島に帰った私が復帰とともに西表島に帰った私が復帰とともに西表島に帰った私が復帰とともに西表島に帰った私が復帰とともに西表島に帰った私が復帰とともに西表島に帰った私が復帰とともに西表島に帰った私が復帰とともに西表島に帰った私が復帰とともに西表島に帰った私が復帰とともに西表島に帰った私が
まずはじめにしたことは、途絶えた青まずはじめにしたことは、途絶えた青まずはじめにしたことは、途絶えた青
年会活動を復活させることでした。骨年会活動を復活させることでした。骨年会活動を復活させることでした。骨
董品目当ての墓荒らしを止めさせ、董品目当ての墓荒らしを止めさせ、董品目当ての墓荒らしを止めさせ、
大企業の土地買い占めを止めさせ大企業の土地買い占めを止めさせ大企業の土地買い占めを止めさせ
て、島を守る運動にとりかかりました。て、島を守る運動にとりかかりました。て、島を守る運動にとりかかりました。
祭で島に帰る若者達へ「島を守るた祭で島に帰る若者達へ「島を守るた祭で島に帰る若者達へ「島を守るた
めに帰ってこい！」と酒を汲みつつめに帰ってこい！」と酒を汲みつつめに帰ってこい！」と酒を汲みつつ
口説きました。「おまえたちが帰って口説きました。「おまえたちが帰って口説きました。「おまえたちが帰って
きたら教員辞めて一緒にがんばるかきたら教員辞めて一緒にがんばるかきたら教員辞めて一緒にがんばるか
ら」と
きたら教員辞めて一緒にがんばるかきたら教員辞めて一緒にがんばるかきたら教員辞めて一緒にがんばるかきたら教員辞めて一緒にがんばるか
ら」と……
きたら教員辞めて一緒にがんばるかきたら教員辞めて一緒にがんばるかきたら教員辞めて一緒にがんばるかきたら教員辞めて一緒にがんばるか

。ら」とら」とら」とら」と………………。。
それから三年目にして青年達がそれから三年目にして青年達がそれから三年目にして青年達がそれから三年目にして青年達がそれから三年目にして青年達がそれから三年目にして青年達がそれから三年目にして青年達が
帰ってきました。約束どおり教員を辞帰ってきました。約束どおり教員を辞帰ってきました。約束どおり教員を辞
め、青年達と共に今にも倒れかかっめ、青年達と共に今にも倒れかかっめ、青年達と共に今にも倒れかかっ
た西表島をいかに立て直すかというた西表島をいかに立て直すかというた西表島をいかに立て直すかという
ことから「島おこし運動」と名づけられことから「島おこし運動」と名づけられことから「島おこし運動」と名づけられ
ました。



西表島から島おこしを考える（石垣金星）

１９７９年第１回沖縄・西表シマおこし交流
会議は西表島祖納から始まった。そのきっかけ
をつくり、推進役として志なかばで故人となら
れた忘れることができない恩人たちをまず冒頭
で紹介しておきたい。下田正夫先生（元西表診
療所医師）、吉田嗣延先生（元沖縄協会専務理
事）、玉野井芳郎先生（元沖縄国際大学教授）
の３人の先生方である。そして玉野井先生と共
に私どもの島おこし運動の後ろ楯となられ暖か
く見守っていただいた方に現在法政大学学長の
清成忠男先生がいます。。



西表の子どもらに海での安全を教える下田正夫医師



吉田嗣延（吉田嗣延（19101910-吉田嗣延（
1989
吉田嗣延（吉田嗣延（
19891989）財団法人
沖縄協会・専務
理事 沖縄出資
のもと外務官僚



玉野井芳郎（玉野井芳郎（19181918-1918-19851985）経済学



2 2 大企業と2 2 大企業と大企業と
役所に噛役所に噛
みつく日々



公民館を宿として借りたいという某大学生物学クラブへ公民館を宿として借りたいという某大学生物学クラブへFAX

調査地ヒガイについて調査地ヒガイについて

•

調査地ヒガイについて調査地ヒガイについて

島の私どもは研究者のための調査など全く望んでお• 島の私どもは研究者のための調査など全く望んでお
りません。みどりあふれる西表島へは毎年、何十人・りません。みどりあふれる西表島へは毎年、何十人・りません。みどりあふれる西表島へは毎年、何十人・
何百人にものぼるバカセがやってきます。私どもが調何百人にものぼるバカセがやってきます。私どもが調
査されたことについて調査したところ、何と一五〇〇査されたことについて調査したところ、何と一五〇〇
にも近い報告書が出ていますが、アアービックリ、そにも近い報告書が出ていますが、アアービックリ、そ
のほとんどが島に還元されないまま。私どもからみるのほとんどが島に還元されないまま。私どもからみる
とそれは、研究に名を借りた単なるドロボウです。そとそれは、研究に名を借りた単なるドロボウです。そ
のような研究とか学問とかいうカビの生えたモノは、人のような研究とか学問とかいうカビの生えたモノは、人
畜有害でしかありません。これからの生物学研究に畜有害でしかありません。これからの生物学研究に
とって大きな一つの命題とされるべきでしょう。



激烈な言葉と大切な気づき

④④役にもたたん生物学研究などいらん！④④役にもたたん生物学研究などいらん！

•

役にもたたん生物学研究などいらん！役にもたたん生物学研究などいらん！④役にもたたん生物学研究などいらん！

島における生物は全て島人と互いに話をし島における生物は全て島人と互いに話をし
ながら生きているのです。そして私たちが大ながら生きているのです。そして私たちが大ながら生きているのです。そして私たちが大
切に養ってきたのです。



調査地被害（宮本常一、１９７２）

１．他人に迷惑をかけないこと

２．でしゃばらないこと

３．他人の喜びを心から
喜びあえること

渋沢敬三（しぶさわ・けいぞう）先生の教え

宮本常一先生



練習問題練習問題――――フィールドでの接近遭遇

島の家に招かれてお酒を飲んでいると、１時間島の家に招かれてお酒を飲んでいると、１時間
ほどして近所のおじさんがやってきました。ほどして近所のおじさんがやってきました。

いきなり、私（当時

ほどして近所のおじさんがやってきました。

いきなり、私（当時いきなり、私（当時23

ほどして近所のおじさんがやってきました。ほどして近所のおじさんがやってきました。ほどして近所のおじさんがやってきました。ほどして近所のおじさんがやってきました。

23232323歳）にこう決めつけます。いきなり、私（当時いきなり、私（当時 歳）にこう決めつけます。歳）にこう決めつけます。

「おまえは、廃村調査とか偉そうなことを言ってる「おまえは、廃村調査とか偉そうなことを言ってる
が、本当の目的はなんだ？墓をあばいて副葬が、本当の目的はなんだ？墓をあばいて副葬
品を盗む手引きでもしてるんだろう！品を盗む手引きでもしてるんだろう！

こいつらはだませても俺の目はごまかせんぞ」

そこで質問です。正解はわかりません。
かなり酔っておられる、こわそうなこのおじさ
んに、あなたならなんと答えますか？



レポートなどは地元の人にチェックしレポートなどは地元の人にチェックし
てもらえば安心



できるだけできるだけ
家族で家族で
おつきあい



3.竹富乙女を迎える



朝朝
日日
新新
聞聞
一
九九
八八
一



琉琉
球球
新新
報報
一
九九
八八
一



紅露工房の前で海晒しをする二人



略奪・独占から分かち合いへ

• 私たちの米は山の水と太陽と雨の恵みをい• 私たちの米は山の水と太陽と雨の恵みをい
ただいて完全無農薬でつくった米だから、ヤただいて完全無農薬でつくった米だから、ヤただいて完全無農薬でつくった米だから、ヤ
マネコちゃんも安心してエサを食べにきます。マネコちゃんも安心してエサを食べにきます。
除草に頑張るアイガモの半分はヤマネコのご除草に頑張るアイガモの半分はヤマネコのご
馳走となるけれど、ヤマネコ印の名義使用料馳走となるけれど、ヤマネコ印の名義使用料
として、好きなぶんだけあげている。人間も生として、好きなぶんだけあげている。人間も生
活に困らないだけいただく。恵みを分けてい活に困らないだけいただく。恵みを分けてい
ただいてありがとうという感謝の気持ちを、西ただいてありがとうという感謝の気持ちを、西
表の言葉で「バーミィートーリヨー」（私の分を表の言葉で「バーミィートーリヨー」（私の分を
分けてください、の意味）と言います。





人間の力をはるかに越える台風の力



水がこなくて枯れ果てた水田



田植え後の寒さで曲がって枯れた稲



不幸は未然に予防する
田植え時期には曲がった食べ物を食べないこと



時をわきまえずにうたってはならない歌
雨乞いの歌をうたうと、きっと大雨になります（田盛雪さん）



金星人のことば（映画・生々流転）

西表に「自然保護」という言葉はもともとない西表に「自然保護」という言葉はもともとない
わけよ。自然な恵みを減らさないように、どうすわけよ。自然な恵みを減らさないように、どうす
ればいいのか。その答えは三〇年先に出てくる。ればいいのか。その答えは三〇年先に出てくる。
伝統というのは、その自然の恵みを減らさない伝統というのは、その自然の恵みを減らさない
ようにする知恵のことであるわけよ。まつりごとようにする知恵のことであるわけよ。まつりごと
も行事もすべてそう。も行事もすべてそう。

人間もこの自然の中で生きている生き物のた人間もこの自然の中で生きている生き物のた
だひとつにしかすぎない。ということを西表に来だひとつにしかすぎない。ということを西表に来
たら、いやがおうでも感じないといけない。



••後半



4 4 西表をほり・おこす

「汝の立つ処深く掘れ 其処に甘き泉あり」（伊「汝の立つ処深く掘れ
波普猷）波普猷）
これが、西表をほりおこす会の哲学です。

島も人も、もちろん変わるべくして変わってい島も人も、もちろん変わるべくして変わってい
きます。でも魂は変わりません。西表島には文きます。でも魂は変わりません。西表島には文
化力があります。これがある限り島は滅びませ化力があります。これがある限り島は滅びませ
ん。先祖が代々守ってきたこの島を、いつまでん。先祖が代々守ってきたこの島を、いつまで
もちゃんと守ります。



日露戦争従軍ラッパ



19881988年年年111111月 西表シンポで網取村訪問。19881988年年年111111月月 西表シンポで網取村訪問。
国分直一・豊見山和行・石垣博孝・石垣金星



高良倉吉さんらと 古文書研究会



祖納上村遺跡の発掘



金星人のことば（映画・生々流転）

• 西表の場合は、自然よりも人間が前に出たら、• 西表の場合は、自然よりも人間が前に出たら、
必ず人間の暮らしもおかしくなる。人間が自然を踏必ず人間の暮らしもおかしくなる。人間が自然を踏必ず人間の暮らしもおかしくなる。人間が自然を踏
みつけにして自然より前に出てはいけない、というみつけにして自然より前に出てはいけない、という
のが昔からの教え。のが昔からの教え。

•

のが昔からの教え。のが昔からの教え。

これは、昔もいまもこれからも、絶対変わらんし、• これは、昔もいまもこれからも、絶対変わらんし、
変えちゃいかんこと。変えちゃいかんこと。変えちゃいかんこと。

•

変えちゃいかんこと。変えちゃいかんこと。

直感で島の未来はこう作るということを、やって• 直感で島の未来はこう作るということを、やって
きた。理屈はあとからついてきた。きた。理屈はあとからついてきた。きた。理屈はあとからついてきた。

•

きた。理屈はあとからついてきた。きた。理屈はあとからついてきた。

祖納の場合は、五〇〇年前の歴史がわかって• 祖納の場合は、五〇〇年前の歴史がわかって
いる。だから五〇〇年先が見えるわけよ。だから、いる。だから五〇〇年先が見えるわけよ。だから、いる。だから五〇〇年先が見えるわけよ。だから、
心配はしとらん。



ヤマネコ印西表安心米の挑戦
・イリオモテヤマネコと共存できる有機産直稲作を
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1477年 稲作の初記録
1986年 農薬散布強制
1989年 安心米スタート
1991年 合鴨稲作開始
1998年 借金返済終了
2006年 後継者の帰島





琉球国建設親方・真喜志好一さんの事務所で



日本初・西表島エコツーリズム協会立ち上げ

ネイチャーツーリズムがエコツーリズムだとネイチャーツーリズムがエコツーリズムだと
思っている人もいますが、本当は自分たちで自思っている人もいますが、本当は自分たちで自
分たちの地域をつくっていく運動が、たまたまエ分たちの地域をつくっていく運動が、たまたまエ
コツーリズムと呼ばれるだけでしょう。エコツーコツーリズムと呼ばれるだけでしょう。エコツー
リズムは地域の自然と、その自然から生まれたリズムは地域の自然と、その自然から生まれた
文化をつくりあげていく、いわば文化運動なん文化をつくりあげていく、いわば文化運動なん
ですよ。その文化は自然を活用し、工芸や芸能ですよ。その文化は自然を活用し、工芸や芸能
であったりするけれど、それを自慢する行動をであったりするけれど、それを自慢する行動を
総称してエコツーリズムというんです。



西表エコ西表エコ
ツーリズムツーリズム
センターでセンターで
お買い求お買い求
めになれまめになれま
す。



昔炭鉱、昔炭鉱、
いま観光。いま観光。
人口が増人口が増
えても文えても文
化を失え化を失え
ば地域はば地域は
滅びる。

（（c（c）仲程長治



西表島の人口変動西表島の人口変動（安渓遊地原図）



工工四（くんくんし工工四（くんくんしー）

まとめるのに３８年かまとめるのに３８年か
かった。かった。

石垣島や首里那覇石垣島や首里那覇石垣島や首里那覇
の文化による西表文の文化による西表文の文化による西表文
化の抹殺（文化的化の抹殺（文化的
ジェノサイド）への抵ジェノサイド）への抵
抗運動の成果



1972年沖縄の日本復帰直後のこと、島外企業がこのウナリ崎に太陽の村というリ

ゾート施設を作った。その時リゾート企業は特別な聖地「ウナリ崎御嶽」を重機により

破壊して自分の別荘を建てた。そして真向かいの美しい砂浜を「月が浜」などと勝手

な名前をつけたもので、西表の歴史と文化を冒涜するもの。標識を由緒ある「トゥドマ

リの浜」に訂正させるのに３０年かかった。

この時、破壊されたウナリ崎御嶽を見た島のある年寄りはポツリとこうつぶやいた

「あれはきっといい事はない！」と。お年寄りの予言通り太陽の村リゾートは開業して

まもなく潰れた。昔から言い伝えられる「カンヌトゥガ（天罰）」であった（石垣金星）。



お買いお買い
求めは、求めは、
南山舎南山舎
「島のも「島のも
のや」で



この日はタコもこの日はタコも
貝もお留守。

「なんでこんな「なんでこんな
ところの写真をところの写真を
撮るか！？」撮るか！？」
とうんと怒られとうんと怒られ
た。た。
（仲程長治さん談）
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われら琉球人われら琉球人
唄はシマ島の宝

編集後記編集後記――――地球人からみた金星人

第１部 自然と文化を守る第１部

第１章

自然と文化を守る

歩んできた道第１章

第２章

歩んできた道歩んできた道

島おこし運動第２章

第３章

島おこし運動

先人からの学び第３章

第４章

先人からの学び先人からの学び

西表島を訪れる第４章 西表島を訪れる西表島を訪れる

みなさまへ

第２部 西表をほり・おこす第２部

第５章

西表をほり・おこす西表をほり・おこす

歴史の泉を求めて

西表島の文化力―金星人から地球人へのメッセージ



全国との交流 淡路島産の「農民車」を導入



フランス・べルフランス・べル
ギーの旅ギーの旅
1988
ギーの旅ギーの旅
19881988年６月



19881988年 青年祭の出し物 琉装の金星人



チンライ節を踊る石垣昭子さん



サバニピースボート © Heiko O. © Heiko O. Junge



19951995年５月年５月191919日 与那国島から到着した喜納昌吉19951995年５月年５月年５月191919日日 与那国島から到着した喜納昌吉与那国島から到着した喜納昌吉
とサバニピースボートをユノーンフチに迎える



台湾原住民族パイワン族との交流



14771477年14771477年年
の済州の済州
島漂流島漂流
民受け民受け
入れの入れの
史実を史実を
交流に交流に
つなぐ



古い伝承を繰り古い伝承を繰り
返しているだけ返しているだけ
では、伝統はやでは、伝統はや
せほそってしませほそってしま
う。う。
日々あらたな日々あらたな
創造を重ねる創造を重ねる
のが、あるべきのが、あるべき
「健康」の姿



最高の師匠は竹富島喜宝院の上勢頭亨さん





釈郷星（しゃく・ごうせい） を両側で守る済州島の釈郷星（しゃく・ごうせい） を両側で守る済州島のを両側で守る済州島の
「小坊主」（全京秀チョンギョンス先生が持参）「小坊主」（全京秀チョンギョンス先生が持参）
1477
「小坊主」（全京秀チョンギョンス先生が持参）「小坊主」（全京秀チョンギョンス先生が持参）
14771477年
「小坊主」（全京秀チョンギョンス先生が持参）「小坊主」（全京秀チョンギョンス先生が持参）

年年年年12
「小坊主」（全京秀チョンギョンス先生が持参）「小坊主」（全京秀チョンギョンス先生が持参）「小坊主」（全京秀チョンギョンス先生が持参）「小坊主」（全京秀チョンギョンス先生が持参）

12121212月から半年の交流で西表が歴史に登場



結論 未来へむけた歴史実践のために結論 未来へむけた歴史実践のために
西表島を

未来へむけた歴史実践のために未来へむけた歴史実践のために
西表島を西表島をほり・おこし

未来へむけた歴史実践のために未来へむけた歴史実践のために
ほり・おこしほり・おこしつづけた、石垣金星西表島を西表島をほり・おこしほり・おこしほり・おこしつづけた、石垣金星つづけた、石垣金星

さん（西表をほりおこす会）に学ぶこと

０．ここが世界の中心。交流と情報発信０．ここが世界の中心。交流と情報発信

１．地域を

０．ここが世界の中心。交流と情報発信０．ここが世界の中心。交流と情報発信

１．地域を１．地域を「ほる」

０．ここが世界の中心。交流と情報発信

「ほる」「ほる」と

０．ここが世界の中心。交流と情報発信０．ここが世界の中心。交流と情報発信０．ここが世界の中心。交流と情報発信

とととと「おこす」

０．ここが世界の中心。交流と情報発信０．ここが世界の中心。交流と情報発信

「おこす」「おこす」のバランス１．地域を１．地域を「ほる」「ほる」「ほる」 「おこす」「おこす」「おこす」のバランスのバランス

２．住民と地域研究者が手を結ぶ可能性２．住民と地域研究者が手を結ぶ可能性

３．伝統に学んで芸能と祭りを再創造３．伝統に学んで芸能と祭りを再創造

「ほる」＝

３．伝統に学んで芸能と祭りを再創造３．伝統に学んで芸能と祭りを再創造

「ほる」＝「ほる」＝過去と現在をつなげること「ほる」＝「ほる」＝過去と現在をつなげること

「おこす」＝

過去と現在をつなげること過去と現在をつなげること過去と現在をつなげること

「おこす」＝「おこす」＝現在を未来につなぐこと



ばはだんぬ ぱなし しきおーらりっばはだんぬ
てぃ
ばはだんぬ ぱなしばはだんぬ

しかいとぅ
ぱなし しきおーらりっぱなし
みーはいゆー

ご清聴ありがとうございました。
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